
○　自ら情報を収集し、合理的に食品を選択
○　意見交換への積極的な参加と意見表明
○　関係者と日常からの信頼関係の醸成

◆地域の食品安全に係わる具体的対応
 ○　生活や事業に即した情報提供
 ○　理解度に応じた、多様な情報提供
 ○　地域での意見交換と施策への反映
 ○　関係者との連携

◆わが国の食品安全確保に関する対応
 ○　リスク評価
 ○　情報の収集・整理、提供
 ○　意見交換の場の設定、施策反映
 ○　リスク評価機関と管理機関との連携

　「　中　間　の　ま　と　め　」　の　概　要　

１　リスクコミュニケーションの必要性

都が果たすべき役割リスク分析に基づく安全確保

◇　情報不足による誤解

◇　ゼロリスクを求める理想論と、科学的知見や経済的負担等　

　 を勘案しながら、できる限りリスクを低減しようとする現実論と

   のギャップ

　リスクを低減しやすい安全な社会を実現するため、

すべての関係者が参加するリスクコミュニケーション

が不可欠

 ⇒　食への不安・不信が最も先鋭的に出現

  ⇒  関係者の意見、要望、価値観の多様化

    ⇒　意思決定権を持つ本社機能等が多く存在

    ⇒　先進的な関係者の取組と様々な連携が可能

 問題の明確化、
関係付け

リスク評価

選択肢の検討

対策の意思決定対策の実施

対策の評価・
検証

消費者 行　政 専門家事業者
すべての利害関係者が参加

　⇒　都民、事業者の日常の「疑問」を解決する

　　⇒　様々な考え方と相互理解を深める多様な仕組み

　　⇒　施策を共に考え、透明性・信頼性を高める方策

　　⇒　先進的な取組を行っている事業者等と連携し、

        関係者の主体的な取組の拡大・普及を促進

３　リスクコミュニケーションの社会的な定着に向けて

２　ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進における関係者の課題

国

自治体

消費者

○　CSRを認識し、情報を有する者として　
　　説明責任を遂行
○　自ら意見交換等の場を設ける努力
○　情報提供のための組織、人材、手段　
　　の強化に努力

事業者

○　科学的なデータと事実に基づき、リス
　　クの性質や大きさを正しく伝える努力
○　食品選択などを合理的に行うための　
　適切な情報の提供　

メディア関係者

○　リスクの背景や根拠を分かりやすく提供
○　諸外国や学会等での主張や報告について
　　公開し、科学的議論の透明性を高める努力

専門家

リスクコミュニケーション定着に向けた都の取組　

広く、分かりやす
い情報提供

情報の収集、整理、分析
・首都東京の特性を活用し、様々
  な情報を収集

より広い情報の発信
  ・ 多面的な媒体や相談窓口の活用
  ・ 緊急時におけるメディアとの連携

より分かりやすい情報の発信
  ・ 要約、Q&Aの迅速な作成（情報評価委員会での専門家との連携）

関係者と率直
な意見交換

関係者の疑問・意見の把握
・相談窓口の一元的な案内
 ・都民ﾓﾆﾀｰ、ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑの活用

交流の場への参加促進
・ ﾘｽｺﾐの開催状況や問合せ先を
　一元的に案内
 ・ 参加しやすい曜日、時間の設定

関係者との連携に
よるﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の浸透・定着

様々な主体との連携

・ 都民、事業者等が主催する

    意見交換会へ積極的な参加

 ・ 都民との意見交換会への参

    加企業の公募

　 ・ 技術の蓄積（実践・訓練によるノウハウ蓄積、人材育成）

　 ・ 体制整備（事業推進能力の向上）

 　・ 規範づくり（スタンスや技術的な留意点を内外に明示）

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ定着に

向けた基盤整備

　　リスクコミュニケーションが必要
　　⇒　食品安全情報評価委員会による科学情

       報の分かりやすい提供について検討

　　⇒   都民ﾌｫｰﾗﾑの開催、ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑの開設

        など
すべての局面
で意見・情報
の交流

自主的な情報公開の促進
・生産情報提供や自主回収報告
   制度の活用

意見・情報交流の推進
　・多様な方法での実施
　　　都民ﾌｫｰﾗﾑ
　　　体験を踏まえた意見交換会
　　　ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ　など

　・継続的な議論の実施

施策へ対する意見反映
　・ 食品安全審議会による検討
　・ 審議過程での意見募集

先進的な取組の普及に向け
た技術的支援
・事業者へリスコミ実施に際した
 ノウハウの提供
　⇒　事業者の先進的取組の紹介y
　　や情報交換

◇　食品安全委員会での「安全性評価」や各省

　庁での「規格基準の設定」など国全体の枠組

　みについてリスクコミュニケーションを実施

【国の取組】

◇　法を踏まえ、地域の課題やニーズに即した
   監視指導など具体的な取組についてリスクコ
   ミュニケーションを実施

【都の取組の現状】

「現場の取組」と一体となったﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

充

実

【関係者との連携促進】
 ・ 関係者との連携推進に関す

    る検討・協議

 ・ 都のリスコミ技術の普及


